
第２６９号 慧 光 ２０２３（令和 ５）年１２月

1

金光寺寺報

第 ２ ６ ９ 号
発行所 金光寺
宮崎県西臼杵郡
五ヶ瀬町大字鞍岡
５９２７番地
☎ ０９８２
８３－２３３８

梯 氏は、著書である『花と詩と念仏』の
かけはし

なかで「私どもは阿弥陀如来さまを共通のみ

親と仰ぐ兄弟であり、姉妹であって、お互い
あお

にみ仏の眷属（仏・菩薩につき従う者）の一
けんぞく

人として、如来さまの浄土荘厳の聖なるみわ
しょうごん

ざに参加しているものであるといわれている

のです。ですから私どもも一人一人が浄土を

飾っていく一輪一輪の花になるのだと味わわ

せていただきましょう」とお示しくださいま

した。

『仏説阿弥陀経』の一節に「青色青光 黄
しょうしきしょうこう おう

色黄光 赤色赤光 白色白光 微妙香潔」と
しきおうこう しゃくしきしゃっこう びゃくしきびゃっこう み みょうこうけつ

あります。お浄土には色とりどりの蓮華が咲
れん げ

き乱れ、清らかな香りを漂わせています。お

のおのが独自の光に輝いて、みんなが同じ色

にならなくてはならないのではなく、それぞ

れが自分の個性のままに、しかもまわりと見

事に調和して、何者にも評価されることなく、

排除されることなく、絶対の尊厳を持ちなが

らそこにあり続けることができる。それがお

浄土の蓮華の姿であるといわれるのです。

この経説は、蓮華のすがたを通して、私た

ちの真実のありようを知らせようとしてくだ

さっています。世間では「私らしく」や「自

分のカラー」などといわれますが、私自身いっ

たい何色に輝けばよいのかと戸惑うことさえ

あります。

私たちは、育った環境も、受けてきた教育

も、なにより生きてきた経験も異なった、か

けがえのない歴史をもって今を生きているの

です。そのすべてが受け入れられていく世界、

それがお浄土であると私はいただいておりま

す。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ 念願の山門門扉、ケヤキ材にて取り付け完了（材提供・藤本武久さん）

と
て
も
忙
し
い
十
一
月
で
し
た
。

本
頁
上
段
掲
載
「
金
光
寺
の
ひ
と

月
」
欄
は
文
字
の
大
き
さ
（
ポ
イ

ン
ト
）
を
変
え
な
い
と
、
す
べ
て

の
行
事
が
書
き
き
れ
ず
、
通
常
十

ポ
イ
ン
ト
の
大
き
さ
を
八
ポ
イ
ン

ト
に
変
え
て
や
っ
と
お
さ
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
▼
忙
し
い
の
は

急
に
お
葬
式
が
入
っ
た
か
ら
で
す
。

先
月
は
た
ま
た
ま
お
葬
式
が
土
、

日
曜
日
で
し
た
の
で
、
息
子
の
手

を
借
り
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
お
葬
式
を
つ
と
め
、
息
子
は

年
回
忌
な
ど
の
法
務
を
つ
と
め
て

く
れ
ま
し
た
▼
地
区
報
恩
講
の
ご

縁
も
あ
り
、
家
を
知
ら
な
い
息
子

に
家
を
教
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
私
が
つ
と
め
る
よ
り
ご

門
徒
さ
ん
は
喜
ば
れ
る
の
で
で
き

る
だ
け
つ
と
め
て
欲
し
い
の
で
す

が
、
映
画
鑑
賞
が
趣
味
の
息
子
は

土
、
日
曜
日
は
映
画
を
見
に
行
き

た
い
よ
う
で
忙
し
そ
う
に
し
て
い

て
も
「
俺
が
つ
と
め
よ
う
か
」
と

い
う
言
葉
は
な
か
な
か
出
ま
せ
ん

▼
い
つ
か
積
極
的
に
法
務
を
つ
と

め
て
く
れ
る
よ
う
に
と
念
じ
る
ば

か
り
で
す
。
い
つ
か
そ
ん
な
日
が

来
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
う
い
え

ば
、
私
も
若
い
こ
ろ
は
前
住
職
を

頼
り
に
土
、
日
曜
日
は
役
場
野
球

部
の
試
合
三
昧
の
日
々
で
し
た
。

人
の
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
ね
。

ハ
イ
！

（
住
職

松
井
卓
郎
）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ 令和６年 １月
９日～１１日 （終日）

２５日 （終日）

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

URL https://konkouji.jp/

12月6日現在アクセス数 148,240人

一

日

地
区
報
恩
講

十
三
軒

松
本
久
市
様

六
・
七
日
忌

杉
本
高
広
様

四
・
七
日
忌

三

日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

祥
月

田
崎
徳
太
郎
様

五
十
回
忌

四

日

上
米
良
ス
イ
子
様
二
十
五
回
忌

興
梠
光
男
様
、
利
治
様

十
七
回
忌
（
併
修
）

杉
本
高
広
様

中
陰

小
濱
治
幸
家

墓
仕
舞
い

熊
本
市
方
面
秋
参
り

三
軒

五

日

松
崎
正
和
様

二
・
七
日
忌

秋
本
道
子
様

十
三
回
忌

木
村
日
護
様
、
天
音
様

児
参
式
（
七
五
三
）

八

日

杉
本
高
広
様

五
・
七
日
忌

松
本
久
市
様
満
中
陰
・
納
骨

山
門
門
扉
取
付
工
事

九

日

広
瀬
地
区
報
恩
講
（
五
軒
）

原
目
・
祇
園
町
秋
参
り
（
二
軒
）

杉
本
郁
子
家
墓
仕
舞
い

十
一
日

熊
本
市
方
面
秋
参
り
（
三
軒
）

十
二
日

小
川
地
区
報
恩
講
（
七
軒
）

松
崎
正
和
様

三
・
七
日
忌

下
川
地
区
秋
参
り
（
三
軒
）

橋
本
サ
ヨ
子
様

十
三
回
忌

大
石
の
内
地
区
報
恩
講
（
八
軒
）

田
中
ツ
タ
エ
様

臨
終
勤
行

十
四
日

高
千
穂
町
秋
参
り
（
一
軒
）

一
の
瀬
地
区
秋
参
り
（
三
軒
）

古
賀
東
地
区
報
恩
講
（
五
軒
）

田
中
ツ
タ
エ
様

通
夜

津
隈
ア
キ
子
様

臨
終
勤
行

十
五
日

杉
本
高
広
様

六
・
七
日
忌

田
中
ツ
タ
エ
様
葬
儀
、
火
葬
、
初
・
七
日
忌

十
六
日

田
中
ツ
タ
エ
様

礼
参
り

津
隈
ア
キ
子
様

通
夜

十
七
日

本
屋
敷
地
区
報
恩
講
（
七
軒
）

馬
見
原
秋
参
り
（
五
軒
）

津
隈
ア
キ
子
様

葬
儀
、
初
・
七
日
忌

十
八
日

当
山
前
住
職
釋
依
章

月
忌

矢
野
延
子
様

臨
終
勤
行

津
隈
ア
キ
子
様

礼
参
り

水
流
・
木
合
屋
地
区
報
恩
講
（
十
一
軒
）

矢
野
延
子
様

通
夜

十
九
日

長
峰
地
区
報
恩
講
（
八
軒
）

矢
野
延
子
様
葬
儀
、
礼
参
り
、
初
・
七
日
忌

泉

幸
子
様
三
回
忌
、
泉
家
納
骨
堂
建
碑
式

二
十
日

揚

地
区
報
恩
講
（
十
一
軒
）

高
千
穂
町

秋
参
り
（
一
軒
）

二
十
一
日

荻
原
地
区
報
恩
講
（
八
軒
）

二
十
二
日

ス
ク
ナ
原
・
原
尾
野

地
区
報
恩
講
（
八
軒
）

十
三
区

秋
参
り
（
九
軒
）

二
十
三
日

倉
本
地
区
報
恩
講
（
六
軒
）

二
十
四
日

道
の
上
地
区
報
恩
講
（
二
十
軒
）

山
森
德
美
様

臨
終
勤
行

二
十
五
日

田
中
ツ
タ
エ
様

二
・
七
日
忌

藤
本
米
八
様

五
十
回
忌

山
森
德
美
様

通
夜

熊
本
市
秋
参
り
（
一
軒
）

二
十
六
日

松
崎
正
和
様

五
・
七
日
忌

山
森
德
美
様

葬
儀
、

高
森
町

秋
参
り
（
一
軒
）

山
森
德
美
様

還
骨
、
納
骨
、
初
・
七
日
忌

二
十
七
日

古
小
路
ハ
ル
エ
様
三
十
三
回
忌

田
中
シ
ゲ
ノ
様
三
十
三
回
忌

津
隈
ア
キ
子
様

二
・
七
日
忌

山
森
德
美
様

礼
参
り

二
十
八
日

宮
崎
市
秋
参
り
（
四
軒
）

二
十
九
日

延
岡
・
日
向
秋
参
り
（
三
軒
）

三
十
日

山
本
美
登
様
、
ミ
チ
子
様

三
回
忌
（
併
修
）

丁
子

秋
参
り
（
一
軒
）

川
崎
安
子
様

臨
終
勤
行

金
光
寺
の
ひ
と
月

鞍岡・１１月の天候 （アメダス）
最 低 気 温・－２．４℃（２５日）

最 高 気 温・２５．６℃（ ２日）

夏 日 日 数・ １日/３０日

冬 日 日 数 ５日/３０日

月間総雨量・108.0mm (降雨日数・10日)

一日最大雨量・３２．０mm（１７日）


